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	応用
	抗原情報
	背景
	リソソーム分解中に、タンパク質またはペプチド中の修飾システイン残基からパルミチン酸などのチオエステル結合脂肪酸アシル基を除去します。14～18炭素鎖長のアシル鎖を好みます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	PPT1抗体（C末端）を用いたHepG2細胞株ライセートのウェスタンブロット解析。PPT1マウスモノクローナル抗体は各レーンで1:1000に希釈した。二次抗体として、ヤギ抗マウスIgG H&L（HRP）を1:3000に希釈したものを使用した。ライセートは1レーンあたり35μg。
	

	PPT1抗体（C末端）（緑、カタログ番号AMM85956）を用いたHepG2細胞のフローサイトメトリー解析と、マウスIgG1アイソタイプコントロール（青）との比較。AMM85956は1:25希釈で使用した。二次抗体として、Alexa Fluor® 488ヤギ抗マウスIgGを1:400希釈で使用した。
	

	PPT1抗体（C-term）（カタログ番号AMM85956）を用いたパラフィン包埋H. cerebellum切片の免疫組織化学染色。PPT1抗体（C-term）は1:25に希釈した。二次抗体としてペルオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を用い、DAB染色を行った。
	

	PPT1抗体（C末端）（カタログ番号AMM85956）を用いたパラフィン包埋小脳筋切片の免疫組織化学染色。AMM85956は1:25希釈で使用した。二次抗体としてペルオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を使用し、DAB染色を行った。
	

	PPT1抗体（C末端）（カタログ番号AMM85956）を用いたパラフィン包埋小脳切片の免疫組織化学染色。AMM85956は1:25に希釈した。二次抗体としてペルオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を用い、DAB染色を行った。

